
　市全体の移動量は減少傾向にある中で、交通分担率の推移を見ると、公共交通（鉄道・バス）が微増、自動車・

二輪車が微減しています。目的別の移動量は、通勤通学が微増傾向にあります。

　公共交通利用が微増傾向にある中で、駅への移動手段は徒歩が最も多く、次いで路線バス・コミュニティバスが

多くなっています。久里浜・京急久里浜駅など市南側に位置する駅においては、他の駅に比べて路線バス・コミュ

ニティバスの利用割合が高く、かつ、自動車・自転車など様々な手段を利用する割合が高くなっています。

１）移動実態

（４）交通

◆市全体の交通分担率の推移 ◆市全体の目的別移動量の推移

出典：東京都市圏パーソントリップ調査

◆市内のゾーン別の移動量（発生集中交通量）

出典：東京都市圏パーソントリップ調査
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◆駅別のアクセス手段（末端交通手段）

出典：東京都市圏パーソントリップ調査

◆従業者・通学者数

出典：国勢調査

◆通勤・通学の流入状況◆通勤・通学の流出状況

横須賀市横須賀市

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

横須賀市横須賀市

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

NO 都市名 流入人口 NO 都市名 流入人口
① 横浜市 74,237 ⑥ 葉山町 5,062
② 東京都 26,123 ⑦ 鎌倉市 5,042
③ 三浦市 13,055 ⑧ 藤沢市 3,001
④ 川崎市 6,431 ⑨ 千葉県 1,205
⑤ 逗子市 5,587 ⑩ 平塚市 1,087

NO 都市名 流出人口 NO 都市名 流出人口
① 横浜市 73,345 ⑥ 葉山町 5,346
② 東京都 26,626 ⑦ 鎌倉市 5,044
③ 三浦市 12,646 ⑧ 藤沢市 2,889
④ 川崎市 5,802 ⑨ 千葉県 1,256
⑤ 逗子市 5,786 ⑩ 平塚市 1,158

032｜資料編｜

３　本市の現況
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　市内の道路網は、自動車専用道路や国道等の広幅員道路によって地域間及び隣接都市間が結ばれており、地域内

の幹線的な経路は中程度の幅員の道路が担う段階的な構成になっています。

　幅員４ｍ未満の狭隘な道路は、本町・衣笠・北下浦地域等の谷戸地域が多い地域に多く分布しています。

２）道路網

◆道路網現況

◆地域別幅員別道路用地面積

※グラフの数値は上から、■自動車専用道路、■幅員22.0ｍ以上道路、■幅員12.0ｍ以上22.0ｍ未満道路、■幅員4.0ｍ以上12.0ｍ未満道路、
                        ■幅員４.0ｍ未満道路、■駅前広場　の面積を示しています

◆幅員別道路用地面積

出典：都市計画基礎調査（平成22年度、平成27年度、令和２年度）



　市内の公共交通（鉄道、路線バス）の圏域（鉄道駅は半径 800m 圏、バス停留所は半径 300m 圏）は、市街化区域

内の大半をカバーしており、大部分の住宅地で公共交通が身近に利用できる環境が整っています。

３）公共交通網

◆公共交通網と圏域

◆市街化区域内の圏域割合

出典：令和22年社人研推計、国土数値情報、交通事業者ＨＰ等

人口 

2015年 
(H27年) 92.7％（369,700人） 

2040年 
(R22年) 93.6％（284,900人） 

面  積 77.1％（5,113ha） 
 

034｜資料編｜

３　本市の現況



　新型コロナウイルス感染症の影響で 2019 年度（令和元年度）～ 2020 年度（令和２年度）にかけては、全鉄道駅

の乗車人数が減少していましたが、その後 2023 年度（令和５年度）までにかけては徐々に増加傾向にあります。

　新型コロナウイルス感染症の影響がない 2019 年度（令和元年度）と 2023 年度（令和５年度）の増減率を比較す

ると、多くの駅が -10％程度の水準まで利用が回復してきている状況にあり、汐入駅については 10％以上の増加が

見られます。

４）公共交通利用者数

◆市内鉄道駅別乗車人員の推移

出典：横須賀市統計書、JR東日本HP、京急電鉄HP

※令和元年度から令和５年度の増減率において、10％以上増加している駅を赤塗り、減少している駅を青塗りとしている。

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
R1→R5年度
増減数(人)

R1→R5年度
増減率（％）

田浦駅 2,232 1,816 1,938 1,962 1,978 -254 -11.4

横須賀駅 4,845 3,796 4,196 4,513 4,591 -254 -5.2

衣笠駅 8,369 6,475 6,874 7,155 7,405 -964 -11.5

久里浜駅 6,338 4,958 5,235 5,416 5,577 -761 -12.0

追浜駅 21,044 16,061 16,902 18,020 18,940 -2105 -10.0

京急田浦駅 6,529 5,001 5,244 5,633 5,747 -783 -12.0

安針塚駅 2,309 1,815 1,928 2,054 2,138 -172 -7.4

逸見駅 2,663 1,955 2,050 2,252 2,273 -391 -14.7

汐入駅 8,893 7,946 8,755 9,713 10,499 1606 18.1

横須賀中央駅 34,047 24,997 27,097 29,108 29,520 -4528 -13.3

県立大学駅 6,208 4,524 4,945 5,323 5,438 -770 -12.4

堀ノ内駅 6,190 4,801 5,103 5,467 5,562 -629 -10.2

京急大津駅 2,460 1,899 2,073 2,203 2,214 -246 -10.0

馬堀海岸駅 4,445 3,333 3,508 3,842 4,097 -349 -7.8

浦賀駅 10,209 7,675 7,915 8,295 8,315 -1895 -18.6

新大津駅 3,449 2,680 2,874 3,068 3,038 -411 -11.9

北久里浜駅 12,778 9,939 10,553 11,100 11,457 -1322 -10.3

京急久里浜駅 21,026 16,201 17,228 18,329 18,877 -2149 -10.2

ＹＲＰ野比駅 9,348 6,672 6,777 7,161 7,275 -2074 -22.2

京急長沢駅 3,609 2,848 2,951 3,096 3,218 -391 -10.8

津久井浜駅 3,170 2,511 2,724 2,951 3,012 -159 -5.0

180,161 137,903 146,870 156,661 161,165 -18996 -10.5

事業者・駅

Ｊ
Ｒ

京
急

乗車人数　計
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　本市の地形は、起伏のある丘陵地が多くあり、北地域の丘陵地等では、狭長な谷あいも見られます。東京湾側は、

一部、埋立地を含んだ低地が広がっており、中心市街地が形成されています。その他、相模湾側や、平作川沿いに

もまとまった低地が広がっています。

１）地形

（５）公園・緑地

◆地形

出典：基盤地図情報

３　本市の現況
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出典：都市計画基礎調査（平成22年度、平成27年度、令和２年度）

　農地や山林等の自然的土地利用は、市西部に多く分布しており、大楠・北下浦・武山等の地域は特に面積が多

い状況です。

　山林は、自然的土地利用の大半を占めており、市西部に加えて田浦・逸見等の地域においても多く分布してい

ます。農地は、長井・北下浦地域等の市南部や大楠地域の里山などに多く分布しています。

２）自然的土地利用

◆地域別自然的土地利用面積

◆土地利用現況（自然的土地利用）

※グラフの数値は上から、■農地、■山林、■河川、水路、水面、■荒地、海浜、河川敷　の面積を示しています

◆地域別幅員別道路用地面積

｜資料編｜037



出典：都市計画基礎調査（令和２年度）、横須賀市都市公園の整備・管理の方針

　市内の公園は、市内外からの来園が見込まれ、特別な機能や施設を有する公園の利活用を目的に、市域を１つ

の単位とする「拠点となる公園」、地域の魅力向上や地域住民の快適性の向上を目的に 12 地区単位で配置される「サ

テライト公園」、コミュニティの単位で配置される「街区公園等」で構成されています。拠点となる公園とサテラ

イト公園は１２地区ごとに１公園以上あり、公園ネットワークが形成されています。

　また、公園以外にも斜面緑地や風致地区・近郊緑地保全地区など身近な生活環境の中にみどりが存在しており、

市全域でみどりを感じられる状況にあります。

３）公園・緑地

◆公園・緑地

３　本市の現況
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出典：河川の氾濫による浸水想定区域（神奈川県）

　平作川、松越川・竹川、鷹取川の河川（水位周知河川）の河岸一帯で想定されており、特に平作川では広範囲に

より 0.5 ～ 3.0m 未満の浸水深が想定されています。松越川・竹川においても、陸上自衛隊武山駐屯地や松越川右

岸の事業所用地等で 0.5 ～ 3.0m 未満の浸水深が想定されています。

１）浸水想定区域（浸水深：想定最大規模）

（６）災害ハザード

◆浸水想定区域（浸水深：想定最大規模）
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２）内水浸水想定区域（浸水深：想定最大規模） 

　海岸沿いの低平地、谷戸、河川両岸等を主として、広く想定されています。多くの箇所では 0.5m 未満の浸水深

が想定されていますが、逸見駅や汐入駅の周辺や、平作川周辺等では 0.5m 以上の浸水深が想定されている箇所が

まとまって存在しています。 

◆内水浸水想定区域（浸水深：想定最大規模）

出典：内水浸水想定区域図（神奈川県）

３　本市の現況３　本市の現況
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出典：津波浸水想定図（神奈川県）

３）津波浸水想定

　海岸沿い一帯のほか、東京湾側の京急線周辺まで広がる低平地、久里浜港から北久里浜駅周辺までの平作川周辺、

相模湾側の林、長井周辺等の低平地で広く分布しています。相模湾側や浦賀港等では 5.0 ～ 10.0m 未満の浸水深が

想定されています。 

◆津波浸水想定
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４）高潮浸水想定区域（浸水区域及び浸水深） 

　相模湾側での高潮による浸水区域としては、長井周辺、陸上自衛隊武山駐屯地、佐島等で想定されており、それ

らエリアでは、最大で 1.0 ～ 3.0m 未満の浸水深が想定されています。

　東京湾側での高潮による浸水区域としては、沿岸部の一帯で想定されており、それらエリアでは、概ね 1.0m 未

満の浸水深が想定されていますが、平作川や鷹取川の河岸付近、夏島周辺、平成町周辺、横須賀火力発電所や港湾

空港技術研究所周辺では、1.0 ～ 3.0m 未満の浸水深も想定されています。

◆高潮浸水想定区域（浸水区域及び浸水深）

出典：相模灘沿岸における高潮浸水想定区域図（神奈川県）、高潮浸水想定区域図（神奈川県）

３　本市の現況３　本市の現況
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５）土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域

　北地域及び東地域の谷戸エリアや市内一帯の丘陵地の多くの斜面で指定されています。 対象現象ごとの土砂災害

警戒区域の箇所数は、土石流が 110 区域（うちレッドは 84 区域）、急傾斜地の崩壊が 1,129 区域（うちレッドは

1,049 区域）、地すべりが 40 区域（レッドはなし）となっています。なお、土砂災害特別警戒区域については、居

住誘導区域から除外しています。 

◆土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域

出典：神奈川県土砂災害警戒情報システム（神奈川県）
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６）急傾斜地崩壊危険区域

　北地域及び東地域の谷戸エリアを中心に、広く指定されています。前項の土砂災害警戒区域と比べて、区域ごと

に広範囲に指定されています。 

◆急傾斜地崩壊危険区域

出典：神奈川県土砂災害特別情報システム（神奈川県）

３　本市の現況
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７）地すべり防止区域

　衣笠駅西側や西地域の秋谷等の斜面地において指定されています。

◆地すべり防止区域

出典：横須賀市資料
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８）砂防指定地

　山中町周辺に１箇所指定されています。 

◆砂防指定地

出典：横須賀市資料

３　本市の現況３　本市の現況
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京急本線
京急本線

Ｊ
Ｒ

横須賀線

Ｊ
Ｒ

横須賀線

４　まちづくりの魅力資源
　横須賀市都市計画マスタープラン（平成 28 年３月改定）に掲載していた「まちづくりの魅力資源」をもとに、

地図上にプロットできる資源のみを掲載しています。ただし、令和７年３月時点で消失しているものは除きました。

安針台公園

夏島貝塚
（夏島砲台跡、
 明治憲法起草の地）

貝山緑地
（海軍航空発祥の地）

雷神社

鷹取山

横須賀スタジアム

長浦湾沿いの倉庫群
長浦湾

ヴェルニー
　　　公園

十三峠

田浦梅の里

アーティスト村
HIRAKU

逸見浄水場

横須賀駅
（駅舎）

県立塚山公園

ウェルシティ
軍港めぐり

西逸見ほたるの里

衣笠城跡

しょうぶ園

衣笠インターチェンジ

衣笠山公園

深浦ボートパーク

浄楽寺（運慶像）

前田川遊歩道

子安の里関根川親水施設・遊歩道
大楠山

長者ヶ崎

　

荒崎公園

津久井観光農園

長井海の手公園（ソレイユの丘）

長井港

すかなごっそ

天神島臨海自然教育園

湘南国際村

佐島漁港

佐島の丘

武山不動

一騎塚

小田和湾

太田和つつじの丘

三島神社

資料編
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京急
久里

浜
線

京急
久里

浜
線

ＪＲ横須賀線

ＪＲ横須賀線

出典：横須賀市都市計画マスタ－プラン（平成28年３月改定）

猿島（猿島砲台跡）

うみかぜ公園

三笠公園
（記念艦三笠）

うみかぜの路

どぶ板通り

よこすかポートマーケット

走水神社

県立観音崎公園

馬堀自然教育園

走水観音崎遊歩道

東叶神社西叶神社

観音埼灯台

浦賀奉行所跡

燈明堂跡

愛宕山公園

浦賀ドック跡 浦賀の渡し

内川新田

くりはま
花の国

白髭神社

横須賀
リサーチパーク ペリー上陸記念碑

フェリーターミナル（金谷・伊豆大島方面）

野比海岸（水仙のまち）

千代ケ崎砲台跡

横須賀美術館

フェリーターミナル（北九州方面）
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５ 都市づくりの変遷

資料編

１９２９ 横須賀都市計畫區域圖

　昭和４年６月８日に都市計画区域が決定されました。計画区域は当時の横須賀市域だけでな

く、田浦町、衣笠村、浦賀町及び久里浜村を含む 5.381ha でした。市外を含めた理由として横

須賀市の中心地からおよそ６ｋｍ、当時の交通機関で約 60 分で到達できることや、軍港を中心

として発展してきた横須賀市にとって周辺の町村が既に切り離せない区域であることが挙げら

れています。

昭和４年６月８日都市計画公告
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１９３４ 横須賀都市計畫街路一般圖

　昭和９年の横須賀市域は、田浦町と衣笠村が合併しており、周辺の浦賀町、久里浜村、武山

村の一部、葉山町の一部を含んだ 5,566ha が都市計画区域でした。そのうち 893.1ha に用途地

域を定めていました。

　この図は都市計画街路一般図で、図中の◎は幹線を指しており以下の地点を結ぶ計画でした。

　幹１　公郷町～安浦町～山崎町

　幹２　浦賀町大津～尻コスリ坂～北下浦村野比（府縣道浦賀三崎線）

　幹３　公郷町～根岸練兵場東～久里濱村佐原

　幹４　安浦町～公郷町～武山村武（府縣道横須賀三崎線）

　幹５　中里町～池上町～葉山町木古庭（府縣道横須賀葉山線）

　幹６　逸見町～逸見町（三十一號國道）

　幹７　長浦町國道～長浦町田浦

　幹８　久里濱村八幡久里濱～小矢部～逸見町

昭和９年 7月 27 日内務省告示第 372 号

｜資料編｜051



　戦時中疎開等のため空地となった跡地を、終戦後、急速整備するにあたり、これまでの都市計画路線の変更を行

いました。下絵の地図は戦時中のものを利用しているため、泊町や楠ヶ浦町や箱崎などが表現されていません。

　昭和 18 年に浦賀町、逗子町、北下浦村、長井町、武山村、大楠町と合併してからは、市域全体が都市計画区域となり、

昭和 23 年ごろの都市計画区域は 10,950ha となっていました。

１９４８
横須賀都市計画街路計画変更癈止追加圖並ビニ

横須賀生産再建整備都市計画街路及ビ街路廣場圖

昭和 23 年４月 22 日建設院告示第 124 号

052｜資料編｜



　旧軍都であった横須賀市は、幸い戦火を逃れ旧軍施設も無傷に温存されたため、旧軍施設の解放により戦災者引

上げ者を多数収容しました。加えて本市更生計画の推進により生産工業の誘致が活発となり、生産従業者の数も日

増しに増加したため、本市の人口は飛躍的に増大しつつありました。

　戦時中の 1943 年（昭和 18 年）には 35 万８千人いた人口も、終戦直後、軍人や徴用工員などが帰郷したため 20

万２千人に減少しましたが、戦後４年たった 1949 年（昭和 24 年）には 27 万９千人まで増加しました。

　この時の用途地域の範囲は 5,600ha まで増えていました。

１９４９ 横須賀市都市計画図
昭和 24 年１月 24 日建設省告示第 28 号

｜資料編｜053



１９５２ 都市計画図

　昭和 25 年に逗子町が分離してから現在の横須賀市域が形成されました。

　昭和 27 年の用途地域の範囲は 5,586ha あり、昭和 24 年と比較しても範囲に大きな変更はありませんでした。日

の出町から大津までの海岸沿いや久里浜の未指定地を準工業地域に指定しました。

昭和 27 年４月 14 日建設省告示第 388 号

054｜資料編｜



　昭和 27 年の都市計画変更の後、昭和 29 年にも変更してきましたが、その間も駐留軍接収地の解除並びに市勢の

発展等、情勢の変化も著しかったため、全般的に再検討を加えて将来の発展に備えた変更を行いました。

　野比から北下浦、大田和から西地区の沿岸、箱崎町・泊町・楠ケ浦の米軍基地にかけて用途地域が定められるな

ど用途地域の範囲が昭和 27 年から 954ha 増加して 6,540ha となりました。

１９５９ 都市計画図
昭和 34 年４月 18 日建設省告示第 1043 号

｜資料編｜055



　昭和 44 年の新都市計画法の施行に伴い都市計画行政は転換期を迎えており、市街化区域、市街化調整区域の区

域区分および８用途地域の指定の検討を進めてきました。まずは、区域区分がほぼ決まったため、それに伴う用途

地域の変更を行いました。

　昭和 34 年から昭和 44 年の都市計画変更時まで、高度経済成長期により、住居地域や工業地域を中心に用途地域

の範囲が 6,984.5ha まで増えましたが、昭和 45 年の変更では、住居地域だった山間部の用途地域を市街化調整区

域に変更したため、用途地域の範囲が 6,048.1ha まで減少しました。

１９７０ 横須賀都市計画図
昭和 45 年６月 23 日建設省告示第 552 号

056｜資料編｜



　新都市計画法の施行に伴い、調和のある環境の整備に努め、健全かつ秩序ある市街化を推進するため、これまで

検討を行ってきた用途地域の指定について、４用途地域から８用途地域に変更されました。夏島や馬堀海岸などの

公有水面埋立地に用途地域を定めたことにより、用途地域の範囲が 6,234ha に増えました。

１９７３ 横須賀都市計画用途地域図
昭和 48 年 12 月 25 日県告示第 1023 号

｜資料編｜057



　昭和 48 年以降、横須賀リサーチパーク地区、海辺ニュータウン地区、山科台地区、池上地区、佐島の丘地区、

横須賀インター周辺地区、ワイハート地区など市街化区域に編入し、令和 7年時点の市街化区域のは 6,627ha となっ

ています。用途地域は平成８年に 11 種類に分類してから現在に至っています。

２０２５ 横須賀都市計画図 (用途地域）
令和７年３月時点

058｜資料編｜


